
Bi(Ph)3を含有した液体シンチレータの高エネルギー光子検出特性 

 High energy photon detection characteristics of liquid scintillators incorporating 

Bi(Ph)3. 
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【緒言】高速応答性に優れたシンチレータに対

する需要が高まっている中，液体シンチレータ

は，有力な候補の一つと見做されている．しか

し，軽元素で構成されるがゆえの，高エネルギ

ー光子検出効率の低さという欠点をもつ．これ

を克服するための方途として，高い原子番号を

もつ元素をドープする手法がある．本研究では，

Bi(Ph)3を添加した液体シンチレータの作製，お

よびその高エネルギー光子検出特性について

調べた． 

【実験方法】トルエン（5.77 mL）に，蛍光体で

ある DPO（0.641 g）および POPOP（8.01 mg）

を溶解させ，そこにBi(Ph)3を全体量に対して0，

3.7，7.1，13.3，18.7，23.5 wt%添加して 6種（C1

～C6）の試料を得た．各試料につき，吸収スペ

クトルおよびシンチレーションスペクトルを

測定した．また，幾何学的配置および測定時間

を一定にし，137Cs の γ線(50 kBq)照射における

波高スペクトルを測定した． 

【結果と考察】図 1にシンチレーションスペク

トルを示す．いずれの試料においても，ピークは 424 nm付近にある．この発光は，ポリマ

ーおよび PPOを経た POPOP へのエネルギー移動によるものである．図 2に波高スペクトル

を示す．C3 および C4 では光電吸収ピークが確認された．また，Bi(Ph)3添加量の増加に伴

い，コンプトン端が低チャンネル化した．これは，Bi(Ph)3 が消光中心として機能し，発光

量が低下したためと考えられる．また，Bi(Ph)3 添加量の増加に伴い，カウント数が増大し

た．これは，γ線との相互作用確率が向上したことを示す． 

 

図 1. シンチレーションスペクトル． 

 

図 2. 波高スぺクトル  

(線源：137Cs の γ線(50 kBq))． 
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